
スターロード 

美星中学校区ひとづくりネットワーク運営協議会だより  

 

 

 

 

令和２年度に立ち上げた美星中学校区ひとづくりネットワーク運営協議会の活動も 

５年目を迎えました。「学校を核とした地域づくり」を目的に、引き続き「美星を誇れる子」

の育成をめざしていきます。 

 

 

 

 第 1回運営協議会において、今年度は「めざす地域像」の策定にも取り組んでいくことになりました。

例年 11 月に行っていたネットワーク懇談会を夏休み期間に行い、多くの地域の皆様からご意見をいた

だきながら、めざすべき地域像を策定していきたいと考えています。引き続き、ご意見・ご協力をよろし

くお願いいたします。 

 

○運営協議会の構成員      地域コーディネーター 山岡誠二（美星公民館長） 

会 長 藤井秀彦（美星っ子づくり協議会長）  副会長 川上浩一郎（美星小幼 PTA会長） 

副会長 永尾博之（美星小校長）  副会長 田中正行（美星中校長） 

西野 曻（自治公民館連合会長）  朝倉由男（社会教育委員）  柚野裕正（有識者）  伊達卓生（美星天文台次長） 

中黒美恵（主任児童委員）  井本学祥（主任児童委員）  阪本晃好（阪本鶏卵代表取締役）  妹尾正巳（有識者） 

西山広太（スペースガードセンター職員）  岡田範子（保護司）  大月仁司（少年警察協助員） 

木口由香里（少年警察協助員）  川上祐子（美星中 PTA会長）  吉實沙緒梨（美星小幼 PTA幼稚園部長） 

増成陽子（美星幼稚園長）  倉田由希子（事務局：美星小教頭）  永田頼男（事務局：美星中教頭） 

西田直美（美星幼）  大塚理恵（美星小）  中川紀子（美星中）  淺野 拓（美星中） 

まちづくり・地域行事部会  

 地域行事を盛り上げていくため、地域と学校園が連

携して取り組んでいきます。地域行事への子どもたち

の参加・参画が一層進むよう、地域と学校園をつなぐ

役割を果たしていきたいと考えています。 

 

 

第１回 美星中学校区ひとづくりネットワーク運営協議会 ５月２１日（火）開催 

各部会の取り組み概要 

学習支援部会  

 今年度も「美星っ子☆星の検定２０２４」に向けて取

り組みます。より星に興味がもてるように、中・小学

生の参画も募ります。また、各種検定の地域移行も

考えていく予定です。 

安全・環境部会  

 「あいさつが光る町美星」をかかげて、あいさつ運

動や補導活動を行っています。昨年度から、園児・児

童・生徒が参加・参画する交通安全キャンペーンを行

っています。今年度は９月２５日（木）実施予定です。 

文化・スポーツ部会  

今年度新しく立ち上げた部会です。部活動の地域

移行を美星地域でどのように進めていくかを協議しな

がら協力者の輪を広げて行きます。少子化の進行の

中、子どもたちが文化・スポーツ活動にあきらめずに

取り組める環境づくり・地域づくりを進めます。 

美星幼稚園 美星小学校 美星中学校 令和６年６月発行 

「美星を誇れる子」とは、単に地域の魅力を知っているというだけでなく、地域に貢献する活動に 

参画し、そのことによって認められ、地域で自己有用感を育んだ子ども。⇒未来の地域を担う人材 



 

☆語りの会（全学年：各学期１回ずつ）  ☆ブックトーク（全学年：２学期）  ☆地域学習（３～６年） 

☆放課後学習サポート（２～６学年：年４回）  ☆ふるさと祭りへの企画参加（５・６年） 

☆学習支援 昔遊び（１年） まち探検・九九マスター（２年） ぶどう学習（３年） 環境学習（４年） 

天文台訪問（４年） ミシンボランティア（５・６年）等 

☆草刈り等の環境整備（民生児童委員：６月、PTA・美星っ子づくり協議会：８月） 

☆生け花体験        ☆花苗植え                              

☆なかよしクッキング  ☆サツマイモ栽培 

☆ぶどう狩り         ☆読み聞かせ 

☆お茶指導          ☆語りの会 

  ☆美星探検          ☆染物体験 等々 

☆藍・天蚕・綿花の栽培・生育 

 

☆郷土学習（１年） ☆スペースガードセンター訪問（１年） 

☆ワーク＆ライフ職場体験（２年） ☆ワーク＆ライフ交流会（２年） 

☆美星プロジェクト（３年） ☆ミニ・ビブリオバトルへの参加 

☆ふるさと祭り（自治公民館の出店に参加：依頼をお待ちしています。） 

☆高齢者へのメッセージ ☆放課後学習サポート 等々 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとづくりネットワークは「地域学校協働活動」を推進する組織です。地域学校協働活動とは、地域・

学校・家庭がみな当事者意識をもって、教育課題や地域課題の解決に向けた活動を、学校の内外で組

織的・計画的に行う協働活動の総称です。幅広く美星地域のみなさんや団体・組織に趣旨を周知し、協

力の輪を広げていく必要があります。住民総参加で「美星を誇れる子」の育成を進めましょう。 

今年度、現時点で決定している主な活動を紹介します。 

１ 各部会（必要に応じて随時開催） 

２ 読書フェスティバルへの参加 7月 13日（土） 美星公民館 

３ ○新「美星フィールドワーク」 7月 26日（金）午前  

幼小中の教職員が地域の理解を深めるための研修 

４ ひとづくりネットワーク懇談会（夏季休業中）  

「めざす地域像」についての協議 

５ 夢フェスティバルへの参画 9月 1日（日） ふれあいセンター  

６ 交通安全キャンペーン 9月 25日（水） 青空市駐車場他 

７ ふるさと祭り・美星町文化祭への参画 11月 10日（日） 

８ 星の検定および事前勉強会の実施 

９ 美星マラソン練習会の実施 １月 

各校園の地域と連携した活動 

美星中学校 

美星小学校 

美星幼稚園 

地 域 学校 協 働活 動 



日  時  令和６年８月２１日（水） 13:45～16:15    会  場  美星中学校食堂 

参加者 ひとづくりネットワーク運営協議会委員 学校運営協議会委員 幼小中教職員及びＰＴＡ役員 

美星っ子づくり協議会 美星公民館 美星中学校生徒会 自治公民館連合会 美星町観光協会  

老人クラブ連合会 ＪＡ晴れの国岡山 美星地区民生児童委員協議会 更生保護女性会  

美星海洋センター 駐在所  備中西商工会 星の郷ふれあいサロン運営委員会 社会福祉協議会  

美星天文台 井原消防署美星分駐所 少年警察協助員 交通警察協助員 地域おこし協力隊 

（当日都合で欠席された団体も含めています。） 

 

スターロード 

美星中学校区ひとづくりネットワーク運営協議会だより 

美星幼稚園 美星小学校 美星中学校 令和６年１２月発行 

 

 

 

 

 

 

 

ひとづくりネットワーク運営協議会では、地域と学校園が連携・協働して、子どもたち

の自己有用感を育み、未来の地域を担う「美星を誇れる子」の育成を図っています。 

今年度はその基盤となる「めざす地域像」について策定することとしました。そこで、ひとづくりネットワ

ーク懇談会では、「めざす地域像」について、美星地域の関係諸機関の人々に加え、美星中学校生徒会役

員も参加して熟議を行いました。 

 

 

 

 

    

 

 

◆山岡地域コーディネーターが全体の司会・進行を務め、藤井秀彦会長の挨拶 

で開会しました。その後、各部会から取組の様子を報告しました。 

◆熟議は山岡地域コーディネーターがファシリテーターを務め、グループ協議 

を行いました。最後にグループごとにまとめた意見を全体で共有しました。 

   

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美星中学校区ひとづくりネットワーク懇談会 開催 

熟議（グループ協議） 

★「美星を誇れる子」の育成のために、「めざす地域像」について次の①～③の視点で協議しました。  
  【４つのグループで出された意見の一部を掲載します。】 
 

  ①美星の魅力  ・星、自然、産物に関すること。 ・人の繋がりが深い。  

・地域で挨拶ができる。 ・美星プライドを持っている。 
    

②地域でどのようなことができるか 

（子どもたちに美星の魅力を感じてもらうために。子どもたちが地域の方  々

に認められ、達成感、充実感、喜びを得たと感じる活動機会を与えるために。） 
 

・価値あるものを掘り起こす。 ・鬼ケ嶽の鬼を綺麗にする「鬼プロジェクト」。 

・新しいお祭りやお土産を子どもたちが考え、大人が支援。  

・盆踊りの伝承。 ・昼間でも星が楽しめるような星モチーフを作る。  

・イベントに参加することで輪が広がっていく。  
   

 ③上記の②を推進できる地域とは 
 

 ・子どもと大人が互いに関心を持つ地域。 ・大人が頑張っている姿を見せる地域。  

・コミュニケーション力が高まり、自分に自信が持てる地域。 ・チャンスを与える地域に。 

・子どもがやりたいこと、体験したいことを実現できる地域。 子どもが学んだことをアウトプットできる地域。  

 

 



「美星を誇れる子」 

 

 

地域の魅力を知っているというだけでなく、地域に貢献する活動に参画し、そのこ

とによって認められ、地域で自己有用感を育んだ子ども。⇒未来の地域を担う人材 

 

 

大人も子どもも 大人と子どものつながりをはじめ、大人同士、子ども同士など、多様な人々の関わりが豊かな地域。

ふるさと美星でつながり 地域の魅力や誇りをイメージ。今後も守り続けていくべきところであり、生涯大切にしていく  

べきところ。こうした地域の良さや大切さを介して、人々が集いつながっていく地域。 

笑顔あふれる 人々のつながりはもちろん、地域の元気さや活気をイメージ。住民の幸福感があふれる地域。 

 

 

◆年度後半の活動について、各部会から報告しました。 

◆ひとづくり懇談会につづき、「めざす地域像」について協議しました。 

 

 

めざす地域像決定！ 

 

学習支援部会  

【漢字検定支援】10/25（金） 

小学生を受験会場まで引率・会場補佐 

【星の検定事前勉強会】11/29（金） 

講師：JAXA美星スペースガードセンター 

西山 広太 様 

勉強会後，観望会を実施した。 

【星の検定】12/14（土） 

※ 今年度は，美星小学校６年生と中学生のボランテ

ィアが，星の検定に参画しています。 

 

１２月１４日（土）「星の検定」 

まちづくり・地域行事部会  

【美星っ子夢フェスティバルへの参加】9/1（日） 

中学生：スライムづくり、小学生：参加の呼びかけ 

【美星町文化祭】11/9（土）・10（日） 

 幼稚園：劇の上映（つき組）、小・中学校：作品展示 

【美星町ふるさと祭り】11/10（日） 

 中学生：自治公民館の出店に参加 

 小学生：ステージ発表、ブースでの活動（4～６年） 

【星の郷ふれあい健康マラソン】1/29（日） 

 小中学生：応援メッセージの作成 

 事前練習会（講師：IRG井原を陸上で元気にする会） 

文化・スポーツ部会  

【今後の部活動の地域展開を考える】 

学校部活動は大きな転機を迎えています。部員数が激

減し、１校での活動が成り立ちにくくなっています。美星中

学校の現在の部員数(１・２年生)は次のとおりです。 

〇野球部 ４名（内、他のクラブチーム所属者 3名） 

〇ソフトテニス部 男子 7名 女子 6名 

〇吹奏楽部 ２名   〇創作部 5名 

 この先、中学校のみでの活動では選択肢を減らしていく

ほかありません。美星の子どもたちに幅広い選択肢を与

えられる仕組みを地域で作っていく必要があります。 

。 

安全・環境部会  

【交通安全キャンペーン】  

 9/25(水)に交通安全県民運動に 

タイアップして、青空市周辺で、園児 

・小学 3年生・中学１年生が交通安 

全を呼びかけました。 

【第 2回補導委員会】 

冬休み前の 12/12(木)に、子ども 

たちの安全を守る地域づくりを目的 

に開催しまた。人のつながりが一番 

の要であることを確認しました。 

「美星を誇れる子」の育成を図る 
子どもを核に大人がつながる 

 

各部会の取組（9 月以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めざす子ども像 

 

「大人も子どもも ふるさと美星でつながり 笑顔あふれる地域」 

 

 

・大人も子どもも楽しむ。 ・子どもを核に大人がつながる。 ・スポーツや習い事など、活動する場所、機会をつくる。 

・幼小中の発表会等に地域の人に来てもらい、学校園や園児児童生徒の様子を知ってもらう。 

・子どもがいない地域に、子どもに関わる情報や「めざす地域像」をどのようにアナウンスしていくか。 

 

美星中学校区ひとづくりネットワーク運営協議会  

「めざす地域像」についての意見（意見の一部を紹介） 

１０月１０日（水）  美星中学校会議室  



希望する児童が、ステージ発表やブース活動 

に参加しました。また、PTA役員の方には、児童 

見守りや活動支援をしていただきました。 

【ステージ発表】 

下学年がダンス「アイドル」、 

上学年が「ソーラン節」を披露しました。 

【ブースへの参加】 

４・５・６年生が、それぞれ環境学習や総合的な学 

習の時間の取組と関連付けた活動を行いました。 

会場を歩いて宣伝したり、大人や小さな子ども 

に説明したりするなど、アウトプットする力を発揮 

しながら、異世代との交流を頑張っていました。 

また、お客さんが笑顔になったり、喜んでくれた 

りすることで、やりがいを感じていました。 

５
年  

美
星
ガ
チ
ャ 

（小学校） 

１１月１０日（日） 

 

４年 ごみの分別ゲーム 

６年 フォトフレーム作り体験 

地域の行事に貢献し、 

地域から認められること

で、子どもたちの自己有用

感がさらに高まると感じてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（幼稚園） 
９月２５日 

美星中学校区ひとづくりネットワークで，交通安全を啓発するため，美星
幼小中の園児児童生徒が協力してプレゼントを作り，ドライバーに配布しま
した。日頃は，自分たちが交通安全に気を付けていますが，啓発する立場に
なって，より交通安全について関心をもつことができました。 

あんぜんうんてんで 

おねがいします。 

交通キャンペーン 

親子遠足 

（幼稚園） 
１０月１８日 

「美星を愛するためには，美星を知ることから。」ということで，親子で中世夢が原まで
遠足に行きました。歩いて行く道中でも，自然に触れたり新たな気付きを伝え合ったりし
て，美星を再発見していました。着いてからは，夢が原で採れたラベンダーを使って親子
でシューキーパーを作ったり，美星天文台に行って，昼の星を望遠鏡で見せてもらったり
と，地域の良さに大感激でした。「今度は家族で行きます。」という感想が多かったです。 

ふるさと祭りへの参加 



２年 徳山牧場見学 

美星小ホームページ

「美星小ニュース」で、

地域活動や地域の方

と関わる活動を紹介。 

 

① 積み木づくり 

美星建材様が廃材の提供を、地元指

物大工の原田さんが技術指導をしてく

ださり、生徒が製作しました。完成し

た積み木は美星幼稚園に贈りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美星プロジェクト （中学校３年生） 郷土学習の集大成（総合的な学習の時間） 

４年 星を観る会 ３年 ぶどう学習 

地域の課題解決や活性化のための企画を、「作成する」ことにとどまらず、「実現する」ことを重視した

取り組みを進めています。今年度は、７月に一人１案の個人企画を発表し、その中から厳選して次の三つ

のチームプロジェクトに再編成しました。①廃材を利用した積み木づくり ②満天豚の角煮を使ったおむ

すび開発 ③小麦アレルギーの人も食べられる美星ライスバーガー それぞれの概要を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年、様々な校外学習に取り組んでいます。地

域の方の皆様のご協力によって、子どもたちは様々

な体験ができ、豊かな学びにつながっています。本

当にありがたく感じています。 

＜お世話になった事業所＞ 

トーダ工業 様 

星の郷 青空市 様 

JA美星加工センター 様 

JA美星給油所 様 

長谷川 様（ぶどう農家） 

阪本鶏卵直売所 様 

美星図書館 様 

美星保育園 様 

美星幼稚園 様 

６年「星の検定」PR（井原放送）  

右の美星町内の各事業所の皆様にお世話になり、「ワーク＆ライフ職場体験」

を行うことができました。単に仕事を体験するというだけでなく、職業を通し

て地域に貢献されている方々と接することにより、「美星を誇れる子」につなが

る職業観や人生観を育むことができています。10 月 2 日（水）には、お世話

になった事業所様や保護者、ひとづくりの委員を招いて、学んだ内容を発表す

ることができました。ご協力くださった皆様、ありがとうございました。 

ワーク＆ライフ職場体験 （中学校 2 年生） 7 月 3 日（水）～7 月 5 日（金） 3 日間 

（小学校） 地域の協力が豊かな学びに！ 

② 満天むすび 

満天豚の角煮おむすびを試作しまし

た。発表会の試食には夢味庵様の角煮

を利用させていただき、お店のメニュ

ーに採用されることになりました。 

６年 フィールドワーク ２年 徳山牧場見学 

③ 美星ライスバーガー 

小麦ｱﾚﾙｷﾞｰの人も食べられる美星の

食材を使ったﾗｲｽﾊﾞｰｶﾞｰを試作しまし

た。発表会では「星の郷」のﾏｽﾀｰからも

ご助言をいただくことができました。 


